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直交集成板（CLT）の環境製品宣言(SuMPO EPD)を更新および新規取得完了 

－銘建工業株式会社がCLTと CLT加工済みの環境製品宣言 2件を取得－ 

 

銘建工業株式会社（本社：岡山県真庭市，代表取締役社長：中島浩一郎）は，2026 年 9月に，主に中大規

模木造建築物等の躯体材料として用いる直交集成板（以下，CLT）について，国際規格 ISO 14025 に基づく

環境製品宣言(SuMPO EPD)を 2 件取得/公開しました。 

 

・  CLT（直交集成板）」    ：2026 年 9月 3日第 2版_更新/公開： https://ecoleaf-label.jp/epd/download/3136 

・  CLT（直交集成板）加工済み」：2026 年 9 月 3日初版_新規取得/公開： https://ecoleaf-label.jp/epd/download/3137 

 

これまでの取り組みとしては，当社の主要製品 3件（CLT，集成材(大断面工場製)，集成材(本社工場製)）

について，2025 年 4月までに製品製造に係る環境製品宣言を取得完了しておりました。 

今回の取得では，当社製造のCLTについて，より品質を高めたデータの収集および分析により，製品製造

までのGHG排出量*を約 2割低減し，更新することができました（左図参照）。 

加えて，これまで参考情報として公開していたCLT加工にかかる環境負荷について，製品製造から加工ま

でを１つの宣言単位にまとめ，建設現場にお届けする状態での宣言を新規取得/公開しました（右図参照）。 

 

図．直交集成板（CLT）の SuMPO EPD 
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https://ecoleaf-label.jp/epd/download/3137


銘建工業株式会社は，今後もグループ全体で環境負荷の削減，情報開示，持続可能な原材料調達に積極的

に取り組むことで，日本における 2050 年のカーボンニュートラル達成及びビジネスと人権に配慮した社会の

実現に向け，日々の企業活動においてより一層，透明性・信頼性の高い情報発信に努めてまいります。 

 

*GHG排出量：二酸化炭素に限らず，IPCCに基づくすべての温室効果ガスの排出量のこと。 

 

 

SuMPO EPDについて（旧称：エコリーフ） 

SuMPO EPDとは， ISO14040 等で定められた LCA（ライフサイクルアセスメント）手法に基づいて 

製品の環境負荷を評価し，ISO14025 に準拠して検証，公開される第三者検証プログラムです。 

国内で開発された唯一のプログラムであり，(一社)サステナブル経営推進機構(SuMPO：さんぽ)が管理・

運営を担います。国際的にも注目されている EPD（Environment Product Declaration/環境製品宣言）の１つ

であり，最も歴史のある EPD International とも相互認証をかわした実績があります。欧米各国では，EPD

取得済み製品を，公共調達等において優先することが推奨されており，LEEDなどのグリーンビルディング

認証でも活用されています。 

 

 

J-CAT について 

J-CAT とは，(一社)住宅・建築 SDGs 推進センター(IBECs)が主体となり，産官学の連携の下，開発され

た建築物ホールライフカーボン算定ツールです。今回取得した EPDも J-CATのデータベースへ組み込まれ

る予定です。今後，国交省の施策として，一定規模以上の新築建築物について，J-CAT等を用いた建築物ホ

ールライフカーボンを算定し，届出義務を課すよう制度整備が進められています。 

 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

銘建工業株式会社 開発部 〒717-0013 岡山県真庭市勝山 1209 電話：0867-44-4880 

お問い合わせフォーム：https://www.meikenkogyo.com/contact/ 

※お問い合わせ項目 その他」を選択して入力ください。 

https://www.meikenkogyo.com/contact/

